







所に同伴するとき, 双方の利益が衝突することとなる｡ 日本では, 
年に身体障害者補助犬法 (以下, 補助犬法) が制定され, この問題に対
して一定の方針を示している｡ その内容は, 国等 (７条), 公共交通事
業者 (８条), 不特定かつ多数の者が利用する施設を管理する者 (９条)







(１) 日本の補助犬は, 盲導犬, 聴導犬, 介助犬の三種となっている (補助犬
法２条)｡ 実働頭数は, 全国で盲導犬頭, 介助犬頭, 聴導犬頭となっ
ている (	年３月１日現在) が, 地域によって偏在傾向がみられる｡ 東
京都には, 盲導犬	頭, 介助犬６頭, 聴導犬	頭, 神奈川県には盲導犬
頭, 介助犬		頭, 聴導犬３頭, 大阪府には盲導犬	頭, 介助犬７頭, 聴
導犬		頭, 北海道には盲導犬頭, 介助犬２頭がいるにもかかわらず, 鳥









する社会福祉法人・公益財団法人 (以下, 訓練機関) が訓練した犬につ





補助犬法には, 問題点も存在する｡ もっとも主要な問題は, 制度上,
補助犬の訓練を実施する訓練機関が同時に ｢認定｣ 指定法人にもなれる
ことである｡ また, 訓練機関の関係者が認定指定法人の役員になること
もある｡ 訓練機関と同じ法人が, ｢認定｣ 指定法人となってその訓練機
関が育成した犬の適正さを確認するというお手盛り的な ｢認定｣ が, そ
の客観性を失わせ, 結果として, 補助犬の質を確保するのが困難な場合
を生じさせている｡ その他に, 第１に, 犬の質やタスクの実行可能性を
判断する ｢認定｣ が, 差別禁止の基準としてはやや厳格であること, 第
２に, 補助犬を, 盲導犬, 聴導犬, 介助犬の三種に限定することで, さ
まざまな症状を抱える障害者の多様なニーズに応えられない状況を生み





を得ることが有益であると思われる｡ そこで, 本稿では, 中華民国 (中
華民國, 以下, 台湾) の補助犬政策についてみていくこととする｡ 台湾
では, 身心障害者権益保障法 (身心障礙者權益保障法) が, 補助犬につ
台湾における補助犬政策と実務 (中川)()
(補助犬法条) および宅住宅を管理する者 (補助犬法条) に対し, 補
助犬の利用を拒まないようにする努力義務を課している｡






るという枠組みを採用していること, そして補助犬を ｢資格認定｣ する
制度を有していること, 補助犬差別に対し罰金制度や緩やかな指導をお
こなう苦情処理制度を有していることなど, 日本の政策と多くの共通点
がある｡ 一方, 補助犬の質を確保するため, 台湾独自の取組みもおこなっ












のきっかけとなった｡ 李登輝氏が, 義理の弟であり, 台湾視覚障害者リハ
ビリテーション院 (台湾盲人重建院) 院長曹文雄氏に働きかけて, 
(民國) 年に, 盲導犬の育成をおこなう ｢惠光導盲犬訓練中心 (後の
｢惠光導盲犬教育基金會 (以下, 恵光盲導犬教育基金会)｣, または単に






(４) 台湾では盲導犬, 聴導犬, 介護犬を総称する用語して ｢補助犬｣ を法律
上使用していないが, 便宜上使用する｡
















技大学 (國立屏東科技大學) が, 
(民國) 年に ｢工作犬訓練セン
ター (工作犬訓練中心)｣ を設立している｡ 同センターは, 盲導犬, 聴







きるように配慮することを求め, 交通省 (交通部), 鉄道局 (鐵路局), 内











(７) 楊凱卉氏 (台湾導盲犬訓練協會) へのインタビューによる (	年９月
	
日)｡







台湾の補助犬政策は, (民國) 年６月における ｢身心障害者保
護法 (身心障礙者保護法)｣ の (第４次) 改正により, はじめて法制化
された
(９)
｡ 身心障害者保護法条の１は, 障害者が, 認定を受けた盲導犬
(導盲犬) またはその育成犬 (幼犬) を同伴して, 公に供される場所な














を禁止する条項を付け加えた｡ また, (民國) 年には, 法規制












犬資格認定及使用管理法』) を定めている｡ 本稿ではこれを便宜上 ｢補
助犬規則｣ ということとする｡
() 孫一信氏 (立法院委員呉玉琴事務所主任) へのインタビューによる
(年９月
日)｡ 年の法改正に向けた議論において, 盲導犬に, 聴
導犬と介助犬が加えることについては, それらの支援の能力や街中に連れ
出す必要性に対し疑いの目が向けられ, 反対があった｡ しかし, 屏東科技
現在の補助犬政策 (身心障礙者權益保障法条) は, 上記のような発
展から, 視覚, 聴覚, 肢体不自由の障害者が, 認定を受けた盲導犬, 聴
導犬, 介助犬および育成犬 (訓練中の三種の犬) を同伴して, 公共の場













は, 現実的ではないという見方が強い｡ 一方, 屏東科技大学工作犬訓練セ
ンターのチーフドッグトレーナーの偉廉氏 (亞洲大学獣医学部教授と兼






訓練中心 (亞洲大学獣医学部教授)) へのインタビュー)｣ という｡ 実際,
氏は, 障害および非障害の生徒のかたわらに座り, 落ち着かせる学習支
援犬 (閲讀輔助犬) などの育成をおこなっている｡ さらに, 屏東市政府に
働きかけ, 学習支援犬を市内の学校の教室などに導入する取組みをおこなっ















台湾では, 訓練機関は, 国内, 国外の訓練機関または国際的な組織と
協力して, 優良な犬を繁殖または導入している｡ 子犬は生後２から３か
月になると, 厳選されたパピーウォーカー (寄養家庭) にあずけられ,
家庭生活および社会性を身につけるのための基礎訓練がおこなわれる｡
パピーウォーカーにあずけられている段階で, 訓練機関の指導員が, 子
犬を仔細に観察し, 身体的, 心理的発達の程度はどうか, 包括的な健康
状態はどうか, 穏やかな性格であるか, 自信があるか, 敏感であるか,
注意力があるか, 活動量は十分か, 外的環境の変化や刺激に対する反応
はどうか, などについて確認をおこなう｡ 子犬は１歳になると訓練機関
に戻される｡ 訓練機関は, 健康状態, 犬の性格など複数の項目について
再度評価・選定し, 素質のある子犬に訓練をおこなう｡
惠光盲導犬教育基金会によれば, 盲導犬の訓練は４段階に設定されて
いる｡ 第１段階の初等訓練では, ハーネスを装着すること, さまざまな
不慣れな環境へ対応すること, 目標を探し出すこと, 障害物を避けるこ
と, 階段を昇降すること, まっすぐ進むこと, 交差点で停止すること,







こととなる｡ この高等訓練を通過した後, 第４段階である, 盲導犬利用
者との合同訓練 (共同訓練) を実施し, 利用者との相性や稼働状況を確














問することにより, その申請者の状況を評価し, 選定する｡ 盲導犬を提
供するか否かについて訓練機関は, それぞれ独自の要件を設けている｡
その基準として, 年齢要件, 身体要件, 心理的安定性の要件, 方向感覚
の要件, 経済能力の要件, 特殊要件, その他がある｡ たとえば, 惠光盲




































() 陳雅芳氏 (恵光導盲犬教育基金會) へのインタビュー｡
() 陳雅芳氏 (恵光導盲犬教育基金會) へのインタビューおよび楊凱卉氏
(台湾導盲犬訓練協會) へのインタビューによる (
年９月日)｡
(	) 陳雅芳氏 (恵光導盲犬教育基金會) へのインタビュー｡
() 傳によれば, 盲導犬の支給要件は訓練機関ごとで定められているものの,
利用者のニーズ, 経済状態, 居住環境などの評価が適正におこなわれてい






との相性を確認し, そして合同訓練を実施する｡ 訓練機関が, その結果
としてその申請者に提供することがふさわしいと考える場合に, 犬が提
供される｡ 補助犬が申請者に提供される段階になったときに, 厚生省社
会・家庭局に対し, 認定 (成) 犬およびその使用者に対する証明証書の
発行申請 (資格認定) がおこなわれる (後述)｡
訓練機関は, 合同訓練の終了後, 盲導犬の提供にあたって盲導犬ユー
ザーとの間で契約を締結する｡ これは, 両当事者の間でその内容を理解
































会・家庭局によれば, 市, 県ごとの盲導犬の数は, 新北市が頭, 台北
市が７頭, 高雄市が４頭, 台中市が３頭, 台南市が２頭, 宜蘭県, 桃園
市, 屏東県 (縣) がそれぞれ１頭となっている｡ 人口		万人を下回る
都市にいる盲導犬は, 宜蘭県と屏東県にいる２頭だけであり, また台湾



















() 陳雅芳氏 (恵光導盲犬教育基金會) へのインタビューおよび楊凱卉氏
(台湾導盲犬訓練協會) へのインタビュー｡ 陳雅芳氏によれば, 居住環境
の整備は簡単ではないが, 家族や友人が適切な物件を紹介することが多い
という｡ また, 恵光導盲犬教育基金會では, 適正物件に関する情報提供を
おこなっている｡




























() 楊凱卉氏 (台湾導盲犬訓練協會) へのインタビュー｡
() 楊凱卉氏 (台湾導盲犬訓練協會) へのインタビュー｡
() (民國) 年に実施された補助犬ユーザーに対する聞き取り調査に




() 孫迺翊氏 (台湾大学法律学院教授) へのインタビュー (年９月日)
および周怡君氏 (東呉大学社會學系教授) へのインタビューによる (
年９月日)｡





















書の発行, ③法による義務付け, ④差別に対する救済方法, ⑤補助犬の
周知・広報活動, についてみていくこととする｡
() 訓練機関の認可と義務





() 孫一信氏 (立法院委員呉玉琴事務所主任) へのインタビュー｡
家庭局の ｢認可｣ を受けなければならない (補助犬規則２条ないし４条)｡
認可を申請できる機関は, 法律に基づき, 設立, 登記された国内の法人
(補助犬規則３条１号) であり, 国際盲導犬連盟 (	










第１に, 認定犬及び育成犬を訓練し, 視覚, 聴覚, 肢体不自由の障害者
との相性を高めることである (補助犬規則７条１項１号)｡ 第２に, 認
定を受けた盲導犬, 聴導犬, 補助犬を利用する視覚, 聴覚, 肢体不自由
の障害者に理解促進および普及活動を行うことである (補助犬規則７条
１項２号)｡ 第３に, 専門の訓練士を募集し, 養成し, 関連活動をおこ
なうことである (補助犬規則７条１項３号)｡ 第４に, 定期的に認定犬
および育成犬に防疫および健康検査を実施し, 防疫および公衆衛生関連
規定を順守すると同時に, 担当政府機関および獣医師による保健指導を














台湾では, 補助犬として差別禁止の対象となるための ｢資格認定｣ に
ついては, 中央政府担当機関 (厚生省社会・家庭局) がこれを定める
(法条４項) としている｡ その補助犬規則は, 法条でいう盲導犬,
聴導犬, 介助犬とは, 中央政府担当機関で認可を受けた訓練機関が訓練
後, 合格犬の証明証書の交付を受けている犬を指すとしている (補助犬
規則２条)｡ また, ｢中央政府担当機関は, 訓練機関に対し, 認定犬の証
明証, 育成犬の証明証および犬の専門訓練士の資格の証明証の発行を委
















(	) 楊凱卉氏 (台湾導盲犬訓練協會) によれば, 犬の訓練士は, アシスタン
ト, トレーナー, インストラクターという段階制になっており, アシスタ
ントになるには１年, トレーナーになるには, ２から５年, インストラク
ターになるにはさらに３年を要する｡














証明証書は, 認定を受けた成犬, 育成犬, 犬の訓練士, 犬の使用者そ
れぞれに発行され, いずれもプラスティック製のカード式になっている
(図１を参照のこと)｡ 認定 (成) 犬証明カード (合格犬工作證) や育
成犬証明カード (幼犬訓練證) には, その犬の写真, 名前, 性別, 生年
月日, 登録番号, 補助犬 (育成犬) の種別 (盲導犬など), 訓練機関名
が示されている｡ 訓練士証明カード (専業訓人員證) には, 訓練士の
写真, 名前, 性別, 身分証明統一番号, 身分, 所属訓練機関名が示され
ている｡ また, 補助犬の使用者にも, 使用者証明カード (合格犬使用者






使用者証明カードにはそのような記載はない｡ ただし, 障害者手帳 (紙
台湾における補助犬政策と実務 (中川)()
() 宜氏 (台湾政府衛生福利部社會及家庭署) へのインタビューによる
(年９月日)｡
() 上掲｡






カード及び認定 (成) 犬証明カードを, 訓練士は, 訓練士証明カードと
育成犬証明カードを携帯しなければならない (補助犬規則条１号, ２
号)｡ また, 盲導犬はハーネスを使用し, 聴導犬または介助犬はベスト
を着用しなければならない (補助犬規則条３号)｡ 訓練中の補助犬に
ついて, 盲導犬の育成犬は, ハーネスまたはベストを, 聴導犬または介
助犬の育成犬はベストを着用しなければならない (補助犬規則条４号)｡
() 法による義務：差別禁止と衛生管理など
法条２項は, ｢前項の公共の場所, 公共建築物, 営業場所, 公共交
通機関およびその他の公共施設の所有者, 管理人または使用する者は,
盲導犬, 聴導犬, 介助犬の育成犬または認定を受けた盲導犬, 聴導犬,
介助犬に対し, 特別な費用を課すこと, 自由な入場を拒否すること, ま
たは入場に際し条件を課すことができない｣ としている｡ この条項は,
｢差別 (岐視)｣ という用語を用いていないものの, 条文の書きぶりをみ
る限り, 差別禁止法的な構成を採用していると考えられる｡ 差別禁止の
名宛人は, 公に供される場所や公共交通機関などの所有者や管理人であ









() 陳雅芳氏 (恵光導盲犬教育基金會) へのインタビュー｡
() 陳雅芳氏 (恵光導盲犬教育基金會) によれば, 補助犬を同伴させない,
またはさせるべきでない場所として, 動物園, 集中治療室または宗教関連
施設があるという｡ 動物園については, 補助犬の病気感染予防のために同





















































用者証明カード, 認定犬証明カードを提示するが, 入店, 乗車拒否をす
るオーナーは, 証明カードをみようともせず, 効果がないこともある｡




｡ 相談を受けた訓練機関は, 入店や乗車拒否した当事者に対し, 身心
台湾における補助犬政策と実務 (中川)()
() 林は, 盲導犬に対する差別の類型を, 法を知っているのにあえて守らな
い場合, 法を知らずに不利益取扱いをする場合, 法を理解する気がなく,















) 年) によれば, 雨天時に
はバスに乗車拒否されることが多い｡ 林萃蘋, 前掲注, 頁｡
() 身心障害者権益保障法が, 公共交通機関の定義を行っていないため, タ
クシーが公共交通機関といえるかについては議論がありうる｡ その他の法律
ではタクシーが公共交通機関とみなされている｡ 林庭慧, 前掲注７, 頁｡
() 惠光盲導犬教育基金会では, 独自の取組みとして, ｢エンジェル計画
(開路天使計劃)｣ を実施している｡ これは, 認定犬や育成犬が, パピーウォー
障害者権益保障法の内容を説明し, 補助犬やその同伴についての理解を
促す｡ 場合によっては店舗に補助犬を連れて行き, 吠えたり, 暴れたり
しないことを認識させる｡ このような方法によっても改善がみられない
場合には, 第２に, 政府による解決の手続きを踏むこととなる｡ 補助犬
ユーザーから相談を受けた訓練機関 (補助犬ユーザー個人ではない) が,
そのような事象が発生していることを中央政府の厚生省社会・家庭局に





















被ったとき, 当基金会に連絡すれば, 基金会の母体となっている ｢台湾視
覚障害者リハビリテーション院｣ の視覚障害者教育及び無障害の担当者が,
協力して問題解決の方策を模索し, 相手方に改善策を提示するものである｡
() 陳雅芳氏 (恵光導盲犬教育基金會) へのインタビューおよび楊凱卉氏
(台湾導盲犬訓練協會) へのインタビュー｡
() Ａ氏 (盲導犬ユーザー) へのインタビュー｡
及 (宣導) に関する活動｣ をあげている｡ 社会・家庭局は, 訓練機関に
対し資金を提供し, 企業などで補助犬のデモンストレーションや講演を































交通機関での訓練が可能となっている｡ 日本の補助犬法は ｢育成犬｣ を
認定の対象としていないが, 訓練期間中, 特に合同訓練中に, 訓練施設
やユーザーの自宅だけではなく, 外部での訓練ができたほうが効率的で









































る｡ 台湾では, 日本と同様に, 資格認定の対象を盲導犬, 聴導犬, 介助







































() たとえば, 東京都は, ｢東京都身体障害者補助犬給付制度｣ を設け, 身
体障害者が市町村を通じてなされる申請に基づき, 必要な補助犬を給付
(貸与) するために, 訓練機関に対し, 退役後の管理を条件として, 犬の
購入費, 訓練費, その他費用の一部を支出している｡
() 東京都では東京都獣医師会が都内にいる補助犬に対し１年につき２万円











林庭慧 () ｢當導盲變成倒忙：臺灣社會環境對視障者使用導盲犬的影響｣ 東大
學社會學系碩士班碩士論文
傳郁馨 () ｢導盲犬服務與使用者受求之研究｣ 國立曁南國際大學社會政策與社會
工作學系碩士論文
林萃蘋 () ｢臺灣導盲犬使用之經驗與問題研究｣ 國立臺灣師範大学特殊教育學系
特教教學碩士論文




偉廉氏 (屏東科技大學工作犬訓練中心 (亞洲大学獣医学部教授)) 年９月日
孫迺翊氏 (台湾大学法律学院教授) 年９月日
張其恆氏 (政治大学勞工研究所副教授) 年９月日
周怡君氏 (東呉大学社會學系教授) 年９月日
孫一信氏 (立法院委員呉玉琴事務所主任) 年９月日
楊凱卉氏 (台湾導盲犬訓練協會) 年９月日
Ａ氏 (盲導犬ユーザー) 年９月日
陳雅芳氏 (恵光導盲犬教育基金會) 年９月日
宜氏 (台湾政府衛生福利部社會及家庭署) 年９月日
台湾における補助犬政策と実務 (中川)()
